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IVお わ りに

1オ ヤ ン の 自 然 と 社 会

オヤ ンの 自然

オ ヤ ンは, ナ イ ジ ェ リアの 南 西部 に位 置 す る ヨ

ル バ 族 の ひ とつ の 町 で, オ ヨ州Oyo, オ ド ・オ テ

ィ ン地 方 自治体Odo-Otin管 轄 区 に あ る。 人 口

4, 500人(1963年 国 勢調 査)。

海 抜 お よ そ200メ ー トル 。 季 節 は, 雨 期(3月

～10月)乾 期(11月 ～2月)に 大別 で き るが, l1

月 ～12月 に か け てハ マ タ ー ン とい うサハ ラ砂 漠 か

ら砂 が 飛 ん で く る現 象 が み られ る。 年 間 雨 量 は40

～50イ ンチ。 最 低 気 温 は 雨 期 の20℃, 最 高 気 温 は

乾 期 の40℃ に も達 す るま1(地 図1)"

現 在 の24代 目オ モ トソ王Omotosoに 対 す る イ

ンタ ビュ ー に よ る*2と, オ ヤ ンの植 生 は, 約100

年 前 ま で は, 熱 帯 雨林 だ った が, 焼 畑 農 業 に よ っ

て, サ ヴ ァ ンナへ 変 化 して きて い る。

生 業 は主 に ヤ ム イ モ, キ ャ ッサバ, トウ モ ロ コ

シ等 の 農 業 が あ げ られ るが, そ の他 羊 や 山羊 の牧

畜, ブ ッ シ ュ ・ ミー トの 狩猟, マ ホ ガ ニ ー の製 材

等 が あ げ られ る。

オ ヤ ンの 社 会

〈 オ ヤ ンの 社会 〉

オモ トン王 によると 璽更オ ヤ ン"の 名 称 は, 15・6

世 紀 頃(推 定), 1代 目の 王 エ ペEpeが あ る 事 を

腹 の す く程 熱 中 して話 した た め, 0-yan-nu(腹

が へ って 困 る)と 命 名 され た こ と に 由来 してい る。

前 出の インタビューで は, このエペは, オ ドゥ ドゥワ

Oduduwa(ヨ ル バ の 父)の 息子 の 一 人 で, イ レ・

イ フ ェIle-lfe(ヨ ル バ 発 祥 の 地)か ら現在 の オ ヤ

ンに辿 りつ い た 。 しか しそ の 頃, オ ヤ ンに は先 住

民 ア グバAgbaが い て, 両 者 は 町 の 統 治 者 の位 置

を め ぐ って 戦 い を 交 え る こ とに な った 。 だ が, こ

れ は 互 角 の 戦 い で 勝 負 は ひ きわ け に な った が, ア

グバ は 司 祭 に な る事 を条 件 に王 座 を エ ペ に 譲 り, 

エ ペ が1代 目の 王 に な った。 現 在 オ ヤ ンで最 も大

きな 祭 りで あ るア グバ祭 りで は, この互 角 の戦 い

を 記 念 して, 現在 の王 とア グバ 司 祭 の 対 決 の 演

技*3が み られ る。

〈 オ ヤ ンの政 治 〉

伝 統 的 に は王 が, 政 治, 裁 判, 祭 礼 に対 して最

高 の権 限 が あ り, そ の下 位 に首 長*4や 秘 密 結社 オ

地図1

OStet Capital

oFederal cantal

*1 オヤ ンに関す る統計資料はないため, Iloje, P.; ANew geography of Nigeria, London

 Metricated Edition 1965 P. 47～51を 参考に した. ただ し気 温は筆者が調べ た もので ある。

*2 この対話は, 1981年11月, オヤ ンの宮殿 において数 回にわたって行 った、王 は推定年齢60才, イ レイフ

 ェにあ るカレ ッジを卒業. 英語は もちろん ラテ ン語 も理解するイ ンテ リで ある. 

*3 宮殿を出発 した王の軍団 と神社を出発 したアグバ 司祭 の軍 団が途 中で合流 し, 王 と司祭が両腕 を]の 形

 に開いて回旋を し, すばや く回 った方 が勝 つ. 詳 しくは, 筆者; ヨルバ のアグバ祭, 季刊民族学27, 1984

 新 春, p. 82～89. 
*4 首長には シニァ, ジュニ ァ, パ レスの3種 類が ある. 
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グボニOgboniや 将軍の結社オロバOloba*5な ど

がある。彼らは王を助けながら町の政治や裁判に

携っている。人々にとって王は, 神聖化された存

在で, 町の運命を司る第一人者で もあるといわれ

ている*6が, 王の権限はオヤンの町内にとどまっ

ている。

このような伝統的な政治構造が残されている一

方, 今 日では, 地方自治体や政府官轄の裁判所と
いった近代的な政治機関も併存するという二重構

造がみられる。

IIオ ヤンの生活 と祭 り

人々の日常生活

日常生活の実態を知るために, 任意に選んだオ

ヤンコミュニティハイスグール*7の 生徒50人 を対

象に, 家族の一週間の生活時間帯 を調査 した

(1982年4月1日 ～21日 予備調査も含む)。 この

調査表の中か ら, ハイスクールのアデゴケAdegoke

校長に典型的と思われる農夫*8の 生活サンプルの

抽出を依頼 した。(表1)

これによると農夫は, 5時 に起床, 8時 か ら12

時～14時 にかけて畑で働き, 仕事が済んでからは, 

昼食, ゲームナ9友人訪問を し, 21時～21時 半に就

寝 している。

人々の生活にとって舞踊は重要な要素であると

いう報告*10があるが, 本調査では日常の生活の レ

ベルで舞踊が重要であるということは明 らかにな

らなかった。
しか し舞踊は, 祭りなど, いわゆるハ レとケの

考え方によれば, ハ レの場 において重要性をおび

て存在 している。

オヤンの神と祭り

ヨルバには, 鉄の神または戦いの神オグンOgun, 

雷の神 シャンゴShango, 神託の神イファIfa等数

百以上もの神々がいるとされているま11表2に 示

すとおり, オヤンの神及びその祭 りの全体像をつ

表1生 活 時 間 帯

氏名Simeon PoPoola(男)

年齢 推定45才
職業 農業(キ リス ト教者)

※ ゲ ー ム や 夕 食 の だ ん らん の 時 も踊 られ る こ と は な い 。

*5 結 社の性質上, 詳 しい説明は聞 くことがで きなか った. 

*6 l982年1月, 首長工 一サ とのイ ンタビュー. 同 じよ うな王 につ いて の報告 に渡部重行, ヨルバ族 の王国

 季刊民族 学26, 1983秋, p. 23～31が ある. 
*7 西 欧型教育が もちこまれたのは19世 紀後半. 教育制度は イギ リスの影響 を受 けてい る. 現在義務教育制

 は しかれていないが, 小学校 の就 学率は1960年36%で あ ったのが, 1978年 には62%に 上昇 している. 参照, 

 米 山俊 直他; アフ リカハ ン ドブック, 講談 社, 1983, p. 166. 
*8 オヤ ンの生業は農業が大部分 を しめてい るので農 夫の一例を示 した. 調査では, 女 性及び子 供 を も対象

 と したが, 女性は仕事が済んでか ら, 踊 った り歌 った りす ることはな く, そのかわり昼寝やお しゃべ りを し

 てす ごす. 子 供は学校を終える と遊びと家の手伝 いが多い. 

*9 ゲ-ム はア ヨゲ ームが多 く, 6っ つつ小 さな くぼみがっいてい る板 と木 の実 を使 って行 うゲ ームだ. 

*10 Awolalu J. O.; Yoruba Beliefs and Sacnficial Rites, Bristol great Britain Longman

 1979, p. 105. 

*11 Awolalu J. O.; ibid p. 20. 

 現地で はこの他 ヰ リス ト教や イス ラム教な どの外来の宗教 も信 じられてい るが, ここではふれ ない. 
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かむために祭礼カレンダーを作成した。これらの

祭 りでは, 舞踊が重要な要素となっており, 従 っ

て表2は, 祭礼カレンダーであると同時に舞踊カ

レンダーとも考えられる。 このカレンダーで注 目

されることは, まず年間に祭 りが多いこと, しか

もそれは雨期に集中し, 月別では, 9月 に最 も多

く行われている。だが, これらの祭 りの期 日は固定

的ではなく, イスラム教の行事と重ならないよう

に調節 したり, 信者の様々な都合で延期されたり

流動的である。

さて, このような祭 りの場の事例 として, ここ

ではオグン祭 りの実態をみることにしたい。

IIIオ グ ンOgun祭 りの実態 と考察

祭 りの概要

〈祭 りの時期〉

祭りは, 例年5月, 17日間に渡って繰り広げら

れる。しか し1982年 は信者の都合*14で6月29日
～7月15日 に渡って行われた。

〈祭りの場所〉

信者の家から司祭オルオデOluodeの 家を経 由

して, 町はずれの神社, オヤンの宮殿, オウォデ

Owode市 場で祝われた。

〈祭りの目的〉

オグン神は, 鉄の神または戦いの神で, 鉄に何

らかの関係がある人, 例えば狩人ナ15鍛冶屋(近 代

化が浸透 しつつある今日で は, 自動車の運転手

も)に よって崇拝されているが, オヤンの信者の

表2オ ヤ ンの 祭 礼(舞 踊)カ レ ン ダー*12

*121982年1月, オ モ トソ王及 グ ラマ ー ス ク ー ル エ ベ ド ゥン教 諭 との イ ン タ ビ ュ ー. また 祭 りの 他 に 舞 踊 は, 

人 生 の節 目, 例 え ば新 生 児 の命 名 式, 結 婚 式, 葬 式 な ど, 通 過 儀 礼 の一 環 と して も踊 られ て い る. 今 日的

な もの と して, 新 し く学 校 を建 て る資 金 を集 め る たあ の チ ャ リテ ィ ー シ ョ-と か, 学 芸会 の 催 しに も踊 ら

れ, ア ング リ カ ンチ ャ ーチ な ど の 日曜 サ ー ビスで も踊 られ て い る. 

*13ヤ ム イ モ等 に っ い て は1. C. Onwueme; The Tropical Tuber Crops Yams, Cassava, Sweet

Potato, Cocoyams, Ile-lfe John Wiley & Sons 1978に 詳 しい. 

*14そ の理 由 は 不 明 で あ る. 

*15ブ ッ シュ ・ ミ-ト や 豹 等 を狩 猟. 筆者 も狩 猟 の実 態 を観 察 しよ う とオ ル オ デ に申 し出 た が, 女 性 は危 な

い とい う理 由 で 観 察 で きな か った. 
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大半は狩人で占められている。

〈オグン神の神話〉

オルオデによる*16と, オグンは神になる以前は, 

オ ドゥドゥワの息子で偉大な力を持 った戦士だ っ

た。彼は, 敵 と戦 っていた父を助けるほどの力が

あり, 他界 してか ら神になったという。オルォデ

か らはこれ以上の詳 しい説明は得 られなかったが, 

別の神話では, 神々がはじめて地球におりてきて, 

道 もない雑木林に迷いこんだ時, オグン神だけが

木々を切り倒 し, 道をつ くることができた。それ

以来多 くの神々か ら偉大な力を有する神と思われ

始めた*17という記述もある。
〈御神体と神社〉

オヤ ンのオグン神の御神体は鉄や刀であり, 神

社は町はずれの神聖な木(peregun)の 下 に建 て

られているとされる。

〈祭りの形式〉

オグン祭りはヨルバのどの町でも同 じように祝

われているのではない。

例えば, アキンリンソラAkinrinsola*18が 報告

しているオンドーOndoの 町 のオグン祭 りやイビ

グバアミIbigbami*19に よるイレ・エキティIre-

Ekitiの 町のオグン祭 りは, 人々が祭 りに積極的

に参加 し, 時には, 観衆と踊り手の区別がなくな

る程一体化することがある。

しか し, それぞれの祭りの期日も, 始まり方も, 

踊 り方も異なっている。

例えばオグン祭りが盛大に行われるオン ドーの

町の司祭の踊りは"頭 をたれ, 肩をふるわせたり, 

ぐいと後方や前方へ動かす。又, 腰をひねったり

もする"*20と 報告されているが, オヤンではみら

れなかった。

祭りの内容 一VTR収 録 一

〈祭 りの始まり〉

6月29日, 祭 りは司祭や信者達が町はずれの森

の神社に集まり, 祭りの無事を記念 してオグン神

へ犠牲(犬)*21を 捧げることか ら始まる。外国人

である筆者は, それに参加する許可を得 られなか

ったが, オルオデによると1頭 の犬の頸動脈を切

り, 出血多量で殺 した後, 火あぶりにするという。

この日か ら12日間, 夜毎, 信者の家では盛大なヤ

シ酒やビール*22等の酒 もりが行なわれ, ヤムイモ

か らできるイニャン(ね ばりけの少ないモチ状の

もの)な ど多 くの料理がふるまわれる。

<第1回 宮殿で行われた祭 り>

7月11日, 午後3時 か ら4時 にかけて宮殿で大

がかりな祭りが開かれた。3時 少 し前, オルオデ

の家に集まった30人程の男性信者(40才 以上*23), 

数人の女性信者(35才 以上)及 び15人 の男児信者

(そ のうち7人 は1メ ー トルの長さの鉄砲をかっ

いでいる)が, 10人以上の ドゥンドゥンdundun

(ト ーキング ・ドラム)奏 者を先頭に宮殿までゆ

っくりと歩いてい った。その間, 楽師はきめられ

た祭りの リズムパターンを演奏 し, 子供達は思い

思いに空に向けて鉄砲を打ち鳴 らしていた。

服装は, 信者の数人が, 日常着の上にオグン神

の服 とされているヤシの葉*24を肩から腰へ斜めに

たすきがけをしている他は, 信者のほとんどが, 

青や黄色の様々な色をした日常着アバタ(上 着), 

ブバ(シ ャッ), ソコト(ズ ボン)を 身につけて

いて, 祭 りに特有な化粧や衣装*25はみられなかっ

た。また司祭のオルオデが, 茶色の背広に青 と白

の しま模様のシャッとズボンを着けていたのは注

目にあたいするが, なぜ洋服を着たのかは明 らか

ではない。一方, 宮殿では, この頃, 宮殿の中心

玄関に王, その両端に首長, 召 し使い等が椅子に

坐 って信者達を待ち構えていた。

オルオデの家を出発 した信者達は, ゆっくりと

歩きなが ら宮殿の門を抜け, 30メ ー トル程離れて
いる宮殿へ進んでいった。(地 図2, 3)

王の前で腕立て伏せ状のあいさつをすませた信

者達は, 王の前の両側に4～5メ ー トルの間隔を

あけ, 縦長の舞台空間をつ くりながら地面に腰を

*16 1982年6月, オ ル オ デ の 家 で イ ン タ ビ ュ ー. 

*17 Awolalu J.; ibid p. 31. 

*18 Akinrinsola F.; Ogun Festival in Nigeria Magazine No. 85, J une 1965, P. 85～95. 

*19 Ibigbami R. 1.; Ogun Festival in Ire-Ekiti in Nigeria Magazine vo1. 126-7, 1978, p. 

 44～59. 

*2Q Akinrinsola F.; ibid p. 88. 

*21オ グ ン神 の犠 牲 と して は犬 の他, ヤ シ酒, ヤ シ油 等 が あ る. (Awolalu J.; ibid p. 33)

*22 これ は 西 洋 の ビー ルで 数 多 くの種 類 が あ る. 

*23 これ は推 定 年 齢 で あ る. 今 日 に お いて も病 院で 分 娩 しな い人 が 多 く, 出 生 届 け は, 子 供 が 就 学 す る時 に

 な って始 め て, 彼 らは宮 殿 に行 き, 生 年 月 日を届 け, 王 が受 理 して い る. 年 もそ うだ が, 月 日に い た って

 は, 真 ぴ ょ う性 に乏 しい. 

*24 1dowu E. B., Olodumare God in Yoruba Belief London Longman 1962, p. 86. 

*25オ ン ドー の町 のオ グ ン祭 りで は, 信 者 が 戦 士 の服 装 を した り顔 に 化 粧 を した . (Akinrinsola F.; 

 Ogun Festival in Nigeria Magazine No. 85, June 1965, P. 86)オ グ ン司 祭 の 化 粧 法 と して体 半

 分 を 明 る い色, 赤, あ との 半 分 を 暗 い色, 黒 に染 め る(フ ォ ラ・アジャイ, 遠 藤 保子; 身 体 と リズ ム の コ ミ

 ュ ニ ケ ー シ ョン, 世 界 の 国 シ リーズ, エ ジプ ト ・ア フ リカ, 講 談 社, 1983, p. 141)等 が 報 告 され て い る. 
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おろし始めた。この間も絶え間な く太鼓が演奏さ

れ, 鉄砲がうち鳴 らされている。この舞台空間で, 

まずオルオデが立ち上がり, 器用なフットワーク

を中心とする踊りを始あた。オルオデが踊ってい

る途中か ら, 他の信者も踊り出 し, それぞれが思

い思いの方向を向き, あまり場所の移動をせずフ

ットワ-ク を行った。その後, 時々信者や観客に・

よる同 じような舞踊をはさんで, オルオデのオ リ

キOriki, 再 び様 々 な信 者 によ る舞 踊 が 踊 られ た。

(表3)オ リキ と は, 直 訳す る と 璽でほ め た た え る

名"の こ とだ が, 詩 の 形 に似 て い る の で ウェ ル チ

Welch*26は 更聖ほめ た た え る詩"と もい って い る。

オ リキや 踊 りの 合 い 間 に信 者 が王 か ら贈 られ た

ヤ シ酒 を飲 み だ し, ま た 雑談 もま じ り, 始 ま って

お よそ1時 間 後, 第1回 の祭 りは終 了 した。 その

後4日 間*27は 信 者 の 家 で夜 毎 酒 盛 りが 行 われ る。

地図2

ヨルバの町では宮殿の前があるのは宮殿から市場
の人々を看視できる状態に町つくりされているか

らだ。しかし今日のオヤンではその市場が狭く新
たにオウォデ市場ができている。

地図3

A=王
B=信 者

G=首 長
D=太 鼓楽師
○=召 し使い

○=顔 の向き
×=VTRの 位置

A, s, c, n
一舞台空間の方向

トタン屋根でおおわれて

いる吹抜

表3 (注)
踊 り
オリキ
1休けい及び雑談

1翁 単位

(注) 太鼓の演奏 間か ら宮殿まで間から宮殿まで

イヤイル

他 のドゥン

ドウン

c信 者Aの 米印; リズムパターンはB・ フット・ワークはみられず, 両腕のあげおろしと肩の上下運動が主である。
cそ の他の踊りはほとんどが両腕を上げ上半身に影響なく器用な足さばき=フ ツト・ワークが主である。

また踊り手の身体の向きは様にであ り舞踊の軌跡も一定していない。
oオ ルオデのオ リキは身体を王正面にし, 地べたにすわ って唱えられた。

*26 Welch D, Ritual intonation of Yoruba Praise-Poetry(Oriki)in Yearbook of the

 Council vol. 5, 1973, p. 156-163. 

 オ ル オ デ の オ リキ は 以 下 の通 りで あ る. (抜 粋)

ヨ ル バ 語

 Oluode ngbadura fun kabiyesi wipe ki ade ope 

ioni ki bata pe lese aseyi sawodun. 

 Oluode ngbadura fun kabiyesi wipe odun yi 

asen e sawo asan esomo. 

訳; 筆者
オルオデは, 王の長寿と幸福

を祈願する. 
この祭りで王は多くのお金と

子供を得るであろう. 
*274日 間の間隔は固定的. 市場 が4日 ご とに開かれてい ることと関係があ ると指摘で きる. 
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〈第2回 宮殿及びオウォデ市場で行われた

祭 り〉

7月15日, 午前10時 頃。第1回 と同 じように信

者達が, オルオデの家か ら宮殿へや ってくるのだ

が, この日は狩人の仮面ライエユが登場す る日で

エグングンォジェEgungun Ojeと もいわれている。
祭 りの参加者や宮殿での王, 首長等の位置, フッ

ト・ワークを中心とした踊 りやオ リキ等による祭

りの内容は, ほぼ前回と同 じであるが, 異な って

いる点は, 男児者が鉄砲を持 っていないこと, ラ

イエユ仮面が, 王の前を様々な方向へ小走 りした

り回転をすることである。(表4)

こうして40分 後, 信者達は宮殿か ら200メ ー ト

ル離れているオウォデ市場へ練り歩いていった。

市場にいる人々が, たとえオグン神を信仰 してい

なくとも, オグンの信者に賓銭をあげると御利益

があると信 じられている。

ライエユ仮面 も含めて信者達は, 踊っては休み, 

休んでは踊って, 賓銭を もらい, 市がひける午後

1～2時, 信者達が家へ帰ることで祭 りが終了し

た。

祭 りの仮面

ライエユ仮面は, 直径35セ ンチの丸い平たい板

(種 類は不明)の 上に20～30セ ンチの高さの人や'

動物の黒い木彫及び35セ ンチぐらいの動物の白い

角が交互に6～7つ けてあり, この平たい板のへ

りには, サルや豹からはいだ原色のままの毛皮が

10枚以上ついている。仮面をつけると, 毛皮が膝

下までたれ下が り, 仮面をつけた人の身体をす っ

ぽりおおう格好になる。 これは仮面というより仮

装 というべきか もしれない。また仮面をつけるの

は男性に限られている。

ライエユ仮面は5キ ログラム以上はある重いも

ので, 祭 りでは, しばしば仮面をとりはずす場面

がみ られた。*28この仮面は毎年使用 され, ふだんは

エグングン(先 祖崇拝又は仮面舞踊祭 り)の 司祭

の所に保管され, オグン祭 りでは, 仮面は, エグ

ングン司祭 もしくはオルオデの家でつけられる。

ヨルバにおいて, 宗教 に関する舞踊では, 仮面を

使 うことは極端に少ない。理由は, 仮面を作る材

料の木に精霊が宿 っていて, その木を切ると精霊

が殺されて しまうか ら, もうひとつの理由は, 仮

面をかぶると踊 り手の健康が害されるからといわ
*29

れ て い る が, これ は まだ 定 説 で は な い。

祭 りの音 楽

祭 りで使 わ れ た ドゥ ン ドゥ ン*30は, ヨル バ で 最

表4

(注)
踊 り
オリキ

休けい及び雑談 1分単位一

宿濁 太鼓の演奏 問か ら宮殿まで間から宮殿まで

イヤイル

他の1》

c信 者Aの 米印; リズムパターンはB ・フ・ト・ワークはみられず, 両腕のあげおろしと肩の上下運動が主である
。cその他の踊 りはほとんどが両腕を上げ上半身に影響なく器

用な足さばき=フ ット・ワークが主である。また踊
り手の身体の向きは様にであ り舞踊の軌跡も一定 していない。

cオ ルオデのオリキは身体を王正面にし, 地べたにすわ
って唱え られた。

*28仮 面 を と り はず した 踊 り手 の服 装 は青 と 白 のた て じま の シ ャッ と半 ズ ボ ン. それ に黄 色 のハ イ ソ ・ソクス

 を は き, 膝 の 所 に 赤 い 布 ひ もが 結 びつ け られ て い た. 

*29 フォ ラ ・ア ジャイ, 遠 藤 保子; 身 体 と リズ ムの コ ミュニ ケ ー シ ョン, 世 界 の 国 シ リー ズ, エ ジ プ ト ・ア フ

 リカ, 講 談 社, 1983, p. 141. 

*30 ヨル バ の楽 器 に つ い て は, Darius T.; ADescriptive Catalogue of Yoruba Musical Instru -

 ments,: London University Microfilms International 1969に 詳 しい.
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もよく使われている太鼓で, 全長およそ50セ ンチ, 

直径20セ ンチ, 砂時計型の木の両端に羊皮を張り, 

皮を張るための細い皮ひもが120本 ぐらいついて

いる太鼓である。(写 真1)

ドゥンドゥンは, 左肩か ら左腰の前で水平にな

るように下げ, 右手にカギ状の俘をもって叩きな

が ら, 左手で太鼓の皮を張 っているひもに圧力を

加えることによって音の ピッチ(音 の高低)を 変

える。

原則的に太鼓は男性によって演奏される。ヨル
バ語は, 音の抑揚が異なるとその意味も違ってく

る音調言語で, 楽師はヨルバ語にあわせ, ピッチ

をかえ, リズムをかえることによって太鼓 ことば

を話すことができる。*31

オグン祭りでは, 10人以上の楽師の中で, 1人

だけが太鼓ことばを演奏する(太 鼓ことばを演奏

する太鼓はイヤィルという)。 残りの楽師は, ド

ゥンドゥンの中央についている調べ緒(120本 の

細い皮ひも)を しめ, 音の ピッチを一定させ, リズ
ムの違いだけを演奏 している。オグン祭りには決

まったリズムパターンがある。(表5)

オグン祭りに限 らず, その他の祭りにおいても

それぞれの リズムパタ(ン が決まっていて, 人々

はその リズムを聞いただけで, 何の祭りかがわか

る。これとは対照的に舞踊には祭りごとの決めら

れたステップはない。

*32

祭 りの舞踊

宮殿で繰り広げ られた舞踊は, 宮殿について最

初と最後の部分に集約 して踊られていた。

踊り手の多 くが30秒 を単位として踊り, その軌

跡は一定せず, それぞれの踊 り手が縦横無尽に動
いていた。 また1人 の踊 り手が踊り出すと他の踊

り手がいっしょに踊り出す こともあるが, 踊り手

どお しが, ステップをいっしょに合わせるといっ

たように互いを意識することはなく, 無作為に踊

られていた。

踊り手の姿勢は, 上半身を少 し前屈させ, 腰を

後ろに突き出 し, 膝を少 し前へ曲げるのが典型的

で, 身体全体をまっすぐに伸ばすことはめったに

ない。(写 真2)

それらの舞踊は, 複雑で しか もスピー ドの速い

フット・ワークが主である。また戦の動作に由来

しているとされる鉄砲が使用されているにもかか

わらず, 踊りの中に戦いを表わす具体的な動作は写真1

表5オ グ ン祭 りの リズ ムパ タ ー ン

1門 か ら宮殿 までの リズム

=192

パ タ ー ン1

パ タ ー ン2

パ ク ー ン3

パ タ ー ン4

2宮 殿 におけ る リズムIA}

=192

パターン1

パターン2

バターン3

バタ-ン4

3宮 殿に おけ るリズム{B}

=144

ハ タ ー ン1

バ タ ー ン2

バ タ ー ン3

採譜協力: 野田宏人

・イヤィルの リズムは太鼓ζとばを話す時 もあるので リズムは一定していない。

フレージングはこのバ タ(ン の反復であるが最初の小節は途中から始める可能

慌がある。

*31ヨ ルバ 語と太鼓 の リズム, ピッチが どの程度対応 してい るのか, 今の ところは っき りしていない. 

*32舞 踊 をことばの上 か らみてみるとjoは 舞踊 を意味 し, 場所の移動を ともないなが ら一定 の動作パ ターン

を反復す る時 に用 い られる. これ に対 してmiと い う ボデ ィ ・ム-ブ メ ン トを表 わす語があ る. これは, 

身体 を上 下に振動 させ なが ら左右 に揺れ る動作 を意味 してい る(フ ォラ ・ア ジャイ ・遠藤保子; ibid p. 

133). しか しmiをjoに くみ入れ る人 といれな い人が いて, い まだ舞 踊の用語 に関 して統一的見解がでて

いない. 
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み られない。オグン神の神話との関連も今のとこ

ろみられない。

随時踊られた踊りは, 太鼓楽師が踊りの始 まり

の リズムを打つことによって, それまで地面に腰

をおろしていた信者が踊り出すことが多く, 踊り

手と太鼓楽師が面 と向かう場面があった。(写 真

3)こ れは, 踊り手と楽師が合いつちや返答のい

らない会話を しているようにみえた。

上述のように観察 したオグン祭りでは舞踊が重

要な要素のひとつであることがわかった。

そこで舞踊の背景を知るために, ダンスチェッ

ク リス トを用いて, オルオデにインタビューした。

(表6)こ れによると, オグン祭りの舞踊は, 動

作に特別な意味はなく, 舞踊の作者, 所有者もい

ない。またその習得法は, 17日毎に信者の家に集

まり, 年長の信者か ら, 若い信者が見よう見まね

で覚えていく。踊 り手の年齢, 人数に制限はない

が, 本来は男性によってのみ踊 られていた。しか

し, 今 日, 実際には女性信者 も踊 っている。

よい舞踊, よい踊 り手の規準はともに速いフッ

ト・ワークがあげられている。

オグン祭 りの舞踊の核は, すでに述べてきたよ

うにフット・ワークにある。

日本の芸能, 例えば「鹿踊り 」や 「鬼剣舞 」で

も, 足を踏むという動作がその舞踊の核と考え ら

れよう*33が, その足の踏み方は異なり, オヤンで

は, まるでタップ ・ダンスのようにつま先や踵を

複雑に動か し, 日本のように, 大地を踏み しめる
ホヨる

こ とは な い。 ア ジ ャイ に よ れ ば こ の フ ッ ト ・

ワー クは, 狩猟 の動 作 と関 係 が あ る と いわ れ て い

るが, 今 の と ころ ど の よ うな関 わ り方 を も って い

るのか は不 明 で あ る。 ま た この フ ッ ト・ワ ー クは, 

写真2 写真3

表6オ グ ン祭 りダ ン スチ ェ ック リス ト(抜 粋)

*33松 本千代栄他, 舞踊の比較研究 一舞楽 を中心 として 一 日本女子体育連盟紀要, 1969, p, 5～16。

*341982年4月, イフェ大学にての インタビュー. 
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足と身体の他の部分(胴 体や上肢等)と は独立 し

て動き, ひとつの身体の中で運動の中心がひとつ

以上あるという多中心性*35の動きが特性としてあ

げられる。アジャイ*36は, 多中心性の動きを生ん

だ背景として, ヨルバの労働形態との結びつきを

あげているが, まだそれは推論で しかありえず, 

今後の研究に待たねばならない。

イ ドウは, 多 くのヨルバの舞踊は, 宗教的なう

かれ騒ぎを除いて, 固定化されたパターンがあっ

て正確に行われている,*37 と述べ, またアウォラル

もIlawe-Ekitiの 舞踊に一定の型を示すと記 して
*38

い る が, オ グ ン祭 りの 舞 踊 の 場 合, フ ッ ト・ワー

クを固 定化 させ た パ タ ー ン, も し くは一 定 の 型 と

とれ ば 同 じ事 が い え る(し か し, フ ッ ト ・ワ ー

ク自体 の足 の動 か し方 は, 踊 り手 に よ って か な り
*39

異なる。)

この舞踊は, 動作自体にパントマイムのような

明示的側面がないかわり, フット・ワークを反復

してい く過程で何かを表出し, 象徴 していく結果

をもた らすと思われる。観察 した祭 りの音 と観衆

と踊りの全体的な場の中で, フット・ワークを反

復 し続 けた踊りの表情が忘我の状態になったこと

か らも, これ らは推測された。

仮 りにこのフッ ト・ワークの反復がケか らハ レ
の世界へ移行する媒体といえるなら, ここに舞踊

のもつ原初的な意味のひとつが見い出せるのでは

ないだろうか。

VIお わ りに

オヤンの祭 りの舞踊にも近代化の波がおしよせ, 

踊り手の服装やオグン神の信者に今 日的変化があ

らわれ始めている。

しか し舞踊は, 人々の生活にいまだ密接に結び

ついていて, 原始心性を内包 しつつ, 人々に欠か

せないものとして存在 している。

今回の報告は, オヤンの町のひとつの祭 りを通

して舞踊を検討 してきたが, 'ヨルバ全体における

舞踊, ひいては無文字社会における舞踊の本質を

論究する一里程と考えた。

舞踊現象の詳細な分析 と象徴性, 太鼓の リズム

と舞踊との関わり合い等, まだ十分な分析, 考察

ができなかった点も多い。

しかしここで触れた舞踊の実態は, 目に見えな

い無形の感情を肉体生命力のイメージに結晶化す

るという, 人間 と舞踊の始源の形態を現存 してい

ると認められ, -舞 踊の本質への探究心をかきたて

るものであった。

今後, より詳細な検討を続けたい。

付記 フィールド・ワークを可能にして下さった
講談社・野間アジア・アフリカ奨学金関係各
位, 及, 研究論文の詳細な指導をして下さっ
た人間文化研究科(博士課程)の担当教官, 松

本千代栄教授に感謝の意を表します。

*35多 中心 性 とい う言 葉 は, Gunther H., Grundphanomene und grundbegriffe des afrikanischen

 und afro-amerikanischen Tanzes, graz universal edition 1969で いわ れ 始 め, この本 の 中で は, 

 ア フ リカ の舞 踊 の特 性 と して多 中心 性 を あ げ て い る. ま たKealiinohomoku J., A comparative

 study of Dance as a Constellation of Motor Behaviors Among African and United

 States Negroes in CORD 1976, p. 17～pp. 166で も ア フ リカ と ア メ リカの 黒 人 の 舞 踊 を比 較, 検 討

して い る.

*36 フ ォ ラ ・ア ジ ャ イ ・遠 藤 保 子; ibid p. 134～135. 

*37 1dowu E.; ibid p. 115. 

*38 Awolalu J.; ibid p. 107. 

*39祭 り後, 収 録 したVTRを 見 な が らオ ヤ ンの 人 々 に イ ン タ ビュ ー した. 彼 らに と って右 足, 左 足 と交 互

 に 動 い て い れ ば 同 じ動 作 の反 復 で あ る とい う彼 らの 概念 が得 られ た. そ の 際, は じめ に っ ま 先 が っ こ うが

踵 が つ こ うが 問 題 に され な か った. 
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